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【専決処分】令和６年度津和野町一般会計補正予算（第６号）
１１月２７日招集開催の議会臨時会にて承認

　「主な歳出」  〈千円以下切り捨て〉
　　総務費
 ●選挙費　衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査費 ………… １４８１万円

１２月１３日招集開催の議会定例会にて可決
歳入歳出それぞれ２億１９０９万９千円を追加し、総額１０２億５０３６万２千円とするもの

令和６年度津和野町一般会計補正予算（第７号）

　「主な歳出」  抜粋　〈千円以下切り捨て〉
　　総務費
 ●庁舎内パソコン更新に伴う庁用器具 ……………………………………………６６９万円
 ●ペンション北斗星整備工事に伴う設計監理委託料 ……………………………２５０万円
 ●笹山沼原線運行業務追加に伴うバス運行業務委託料…………………………１２３万円
 ●なごみの里修繕工事負担金（チップボイラー） …………………………………１３７万円
　　民生費
 ●吉賀町銀杏寮給与改定等による養護老人ホーム負担金 ………………………６０８万円
 ●直地保育園熱中症対策事業に伴う保育環境改善等事業補助金………………１０２万円
 ●生活保護費の医療扶助 ………………………………………………………… ６１１万円
　　衛生費
 ●水道未普及地域の給水施設修繕等に伴う給水事業費助成金…………………１００万円
    （木毛地区　2件）
　　農林水産業費
 ●豪雨被害に伴う農地農業用施設小災害復旧事業補助金………………………１２４万円
 ●土壌改良における集落営農機械等整備支援事業補助金………………………１８７万円
 ●直地中洲橋修繕設計の追加 ……………………………………………………３２０万円
 ●有害鳥獣駆除の増加に伴う有害鳥獣捕獲奨励事業費補助金…………………２４０万円
　　土木費
 ●扇町急傾斜地崩壊対策事業の増額に伴う県営事業負担金……………………２００万円
 ●津和野、日原地区における町道等の道路維持業務委託料 ………………… １２９５万円
 ●町道植山線側溝整備工事と町道駅前線側溝工事請負費…………………… １２５９万円
 ●河川環境整備費では相撲ヶ原川河床掘削工事費……………………………… ４９１万円
　　消防費
 ●３名分の退職報奨金………………………………………………………………１０９万円
　　教育費
 ●木部小学校体育館屋根改修工事請負費 ………………………………………７００万円
 ●日原地域活動拠点施設新築工事設計業務委託料 ……………………………２９７万円
　　災害復旧費
 ●添谷地区の段田農道路肩崩壊に伴う工事請負費………………………………２７５万円

※【専決処分】とは…議会の議決すべき事件について、特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕がな
いことが明らかであると認めるとき、その議決すべき事件を処分することができる。（地方自治法179条）

　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出　それぞれ１４８１万円を追加し歳入歳出予算の
総額を１００億３１２６万３千円とするもの
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Q 空き家の件数が多い

A 相談員の体制拡充が重要

　

現
在
、
空
き
家
情
報

バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い

る
物
件
は
何
件
か
。

町
長　

３
２
５
件
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
賃
貸
契

約
、
売
買
契
約
が
締
結

さ
れ
た
物
件
は
何
件
か
。

町
長　

賃
貸
契
約
が
２
１
３
件
、

売
買
契
約
は
56
件
で
あ
る
。

　

空
き
家
所
有
者
が
、

所
有
す
る
空
き
家
に
つ
い

て
津
和
野
町
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

事
業
を
活
用
す
る
場
合
、
賃
貸

契
約
、
売
買
契
約
に
至
る
ま
で
ど

の
よ
う
な
手
続
き
に
な
る
か
。

町
長　

必
要
書
類
を
提
出
い
た
だ

き
、
所
有
者
と
津
和
野
町
住
宅

相
談
員
立
ち
合
い
の
も
と
物
件
の

確
認
を
す
る
。

　

そ
の
後
、
書
類
や
物
件
の
状
態

等
を
住
宅
相
談
員
が
精
査
し
た

後
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
、

入
居
者
を
募
る
。

　

住
宅
相
談
員
が
契
約

に
際
し
、
仲
介
手
数
料

等
費
用
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
の

か
。

町
長　

津
和
野
町
に
お
い
て
相
談

員
と
し
て
委
託
料
を
支
払
っ
て
い

る
た
め
、
住
宅
相
談
員
が
売
主
、

買
主
の
仲
介
に
入
っ
て
の
仲
介
手

数
料
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
。

　

３
２
５
件
も
あ
る
空

き
家
を
１
人
の
相
談
員

に
お
願
い
し
て
い
る
の
は
厳
し
い

の
で
は
な
い
か
。

町
長　

宅
地
建
物
取
引
士
の
資
格

を
お
持
ち
の
方
は
町
内
に
何
人
か

お
ら
れ
る
が
資
格
登
録
し
て
い
る

方
が
少
な
い
。

　

現
状
１
人
の
方
が
ご
自
身
の
お

仕
事
を
抱
え
な
が
ら
、
住
宅
相
談

員
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の
で
、

体
制
と
し
て
拡
充
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

空
き
家
に
関
す
る
各

補
助
金
は
例
規
に
お
い

て
「
空
き
家
の
改
修
は
、
同
一
物

件
に
対
し
て
１
回
限
り
」「
個
人

で
改
修
す
る
場
合
は
、
賃
借
人
は

３
親
等
以
内
の
親
族
で
な
い
こ

と
」
と
あ
る
。

　

こ
の
条
項
に
つ
い
て
は
検
証
し
、

見
直
す
べ
き
旨
を
過
去
に
指
摘
し

て
い
る
。

町
長　
「
空
き
家
の
改
修
は
、
同

一
物
件
に
対
し
て
１
回
限
り
」
に

つ
い
て
は
、
規
定
の
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
が
、「
個
人
で
改
修

す
る
場
合
は
、
賃
借
人
は
３
親
等

以
内
の
親
族
で
な
い
こ
と
」
の
制

限
は
必
要
で
あ
る
。

　

ペ
ン
シ
ョ
ン
北
斗
星
に

つ
い
て
民
間
業
者
が
管
理

運
営
に
携
わ
り
た
い
と
の
申
し
出

あ
っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
交
流
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ

り
に
つ
い
て
、
高
校
生
や
社
会
人

等
の
交
流
の
場
・
学
べ
る
交
流
宿

と
し
て
民
間
企
業
に
よ
り
活
用
す

る
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。

　

現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　

ペ
ン
シ
ョ
ン
北
斗
星
の
活
用

に
つ
い
て
は
、２
０
２
５
（
令
和
７
）

年
４
月
か
ら
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
を
前
提
と
し
た
運
営
再
開

に
向
け
、
今
年
度
中
の
改
修
工
事

完
了
、
関
連
議
案
を
３
月
定
例

会
に
提
出
す
る
予
定
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
民
間
企
業
と
事

業
企
画
内
容
の
精
査
を
進
め
て
い

る
。
25
（
令
和
７
）
年
度
よ
り
施

設
の
用
途
に
沿
っ
て
必
要
な
軽
微

な
修
繕
等
を
進
め
、
施
設
整
備
が

整
い
次
第
、
各
種
ソ
フ
ト
事
業
の

企
画
を
検
討
し
て
い
る
。

　

町
所
有
物
件
を
民
間

企
業
が
利
活
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
公
共
の
福
祉
に
反

し
な
い
も
の
に
関
し
て
は
、
委
託

運
営
で
は
な
く
、
売
却
で
き
る
も

の
は
売
却
し
、
民
間
に
運
営
を
任

せ
る
べ
き
。

町
長　

06
（
平
成
18
）
年
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た
。

　

現
在
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り

修
繕
箇
所
が
増
加
し
、
施
設
の
維

持
は
指
定
管
理
者
と
行
政
に
お
い

て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

　

指
摘
の
と
お
り
、
売
却
や
譲
渡

の
検
討
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ（
注
）
な
ど
を
含

め
た
管
理
方
法
の
見
直
し
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

施
設
を
管
理
す
る
各
所
管
課
に

お
い
て
今
一
度
施
設
の
在
り
方
を

慎
重
に
検
討
し
、
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
て
判
断
し
て
い
く
よ
う
徹

底
し
た
い
。

（
注
）
公
共
施
設
等
の
建
設
、
維

持
管
理
運
営
等
を
民
間
の
資

金
、
経
営
能
力
と
技
術
能

力
を
活
用
し
て
行
う
手
法

Ｑ 

売
却
で
き
る
施
設
は
売
却
を

Ａ 

管
理
方
法
の
見
直
し
を
検
討

町政を問う一 般 質 問

川田 　剛 議員
かわ だ つよし
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Q 地域計画作成の進捗状況は

A　今年度内に目標地図の作成まで
　完了できる段取りで進行

　

農
業
の
耕
作
放
棄
地

や
担
い
手
不
足
が
全
国

的
に
深
刻
化
し
て
き
て
い
る
中

で
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
よ

り
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
が
改

正
・
施
行
さ
れ
、
新
た
に
「
地

域
計
画
」を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

地
域
計
画
で
は
、「
地
域
内
の

農
業
を
担
う
者（
全
て
の
農
業
者
）

に
つ
い
て
現
状
と
10
年
後
の
経
営

作
物
と
経
営
面
積
を
一
覧
に
し

て
、
農
地
一
筆
ご
と
に
将
来
の
利

用
者
を
明
確
化
し
た
「
目
標
地

図
」
を
新
た
に
作
成
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
「
目
標
地
図
」
は
、
農
業
者
や

地
域
の
み
な
さ
ん
の
話
し
合
い
に

よ
り
作
成
さ
れ
る
。

　

現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

町
長　

地
域
計
画
の
策
定
に
向
け

て
の
全
体
計
画
は
、
概
ね
計
画
ど

お
り
進
行
し
て
い
る
。

　

現
在
、
４
つ
の
地
区
に
お
い
て

地
域
計
画
案
の
作
成
ま
で
が
終

わ
っ
て
い
る
。
他
４
つ
の
地
区
に
お

い
て
も
、
既
に
協
議
の
場
を
何
度

か
開
催
し
て
、
目
標
地
図
及
び
地

域
計
画
の
素
案
段
階
ま
で
は
作
成

し
て
い
る
。

　

残
り
の
１
地
区
に
お
い
て
は
、

年
内
に
目
標
地
図
の
作
成
ま
で
完

了
で
き
る
段
取
り
で
進
行
し
て
い

る
。

　

従
っ
て
、
今
年
度
内
に
は
、
全

て
の
地
区
の
目
標
地
図
及
び
地
域

計
画
を
ま
と
め
た
も
の
を
関
係
者

へ
の
意
見
聴
取
や
、
地
域
計
画
案

の
公
告
と
い
う
段
階
を
経
て
、
地

域
計
画
を
策
定
で
き
る
よ
う
進
行

し
て
い
る
。

　

全
国
的
に
は
10
年
後

の
地
域
農
業
の
姿
を
描

く
「
地
域
計
画
」
の
作
成
作
業
が

遅
れ
て
い
る
と
聞
く
。

　

農
地
一
筆
ご
と
に
耕
作
す
る
人

を
明
確
化
す
る
「
目
標
地
図
」
で

難
航
し
て
い
る
。

　

作
成
期
限
は
年
度
末
で
あ
る

が
、
当
町
で
の
作
成
状
況
は
。

町
長　

１０
年
後
を
見
据
え
た
計

画
を
作
る
必
要
が
あ
る
中
で
、
全

体
的
に
担
い
手
不
足
等
の
課
題
か

ら
農
地
の
集
積
・
集
約
に
向
け
た

議
論
は
進
ま
ず
、
目
標
地
図
が
現

況
地
図
と
ほ
ぼ
一
緒
と
な
る
現
状

も
あ
る
が
、
計
画
策
定
後
も
年
１

回
以
上
は
随
時
更
新
し
て
い
く
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
１０
年
後
に
向

け
て
、
よ
り
丁
寧
な
協
議
を
促
し

て
い
く
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
完
成

度
を
高
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

作
成
中
の
目
標
地
図

で
担
い
手
不
在
の
集
落

や
耕
作
が
困
難
な
農
地
の
状
況
把

握
は
。

町
長　

地
域
計
画
で
は
、
将
来
に

お
い
て
農
地
を
利
用
す
る
者
は
、

い
わ
ゆ
る
「
担
い
手
」
と
規
定
さ

れ
る
認
定
農
業
者
、
認
定
新
規

就
農
者
、
集
落
営
農
組
織
よ
り
も

広
い
者
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
担
い
手
不

在
の
集
落
で
も
中
小
規
模
の
農
業

者
を
将
来
の
農
業
を
担
う
者
と
し

目
標
地
図
に
位
置
づ
け
て
作
成
し

て
い
る
。
ま
た
、
耕
作
が
困
難
な

農
地
の
状
況
把
握
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
地
域
計
画
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
、
地
域
で
の
話
し
合
い

の
協
議
事
項
の
一
つ
と
し
て
、
農

業
上
の
利
用
が
行
わ
れ
る
農
用
地

等
の
区
域
の
設
定
を
行
っ
て
い
る
。

農
業
生
産
利
用
に
向
け
た
様
々
な

努
力
を
払
っ
て
も
な
お
、
耕
作
が

困
難
な
農
地
に
つ
い
て
は
、
こ
の

地
域
計
画
の
範
囲
か
ら
除
外
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

10
年
後
に
お
い
て
農

地
の
耕
作
者
が
不
明
確

な
も
の
は
、目
標
地
図
を
「
白
地
」

と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
事
に

つ
い
て
の
今
後
の
対
応
は
。

町
長　

地
域
計
画
は
地
域
の
話
し

合
い
の
場
に
お
い
て
問
題
解
決
を

し
て
い
く
と
を
基
本
と
し
て
お

り
、
地
域
計
画
策
定
後
も
引
き
続

き
協
議
の
場
を
重
ね
て
問
題
解
決

に
向
け
た
計
画
の
更
新
を
行
っ
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

町
の
対
応
策
と
し
て
は
、
集
落

営
農
法
人
化
へ
の
支
援
や
、Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
者
の
呼
び
込
み
に
よ
る
新

規
就
農
者
確
保
等
の
取
組
み
に
加

え
、
周
辺
の
担
い
手
に
よ
る
集
積

が
行
い
や
す
く
な
る
よ
う
、
要
望

が
あ
る
集
落
に
お
い
て
は
、
圃
場

整
備
事
業
の
実
施
等
も
検
討
す

る
。

　

ま
た
、
農
業
経
営
を
継
続
し
て

い
た
だ
く
取
組
み
と
し
て
、
当
町

独
自
の
施
策
と
し
て
実
施
し
て
い

る
、
中
規
模
農
業
者
の
方
々
を
対

象
と
し
た
農
業
用
機
械
導
入
の
補

助
事
業
の
継
続
を
行
っ
て
い
く
。

　

そ
の
他
、
課
題
は
。

町
長　

地
域
計
画
の
協
議
を
進
め

て
い
く
上
で
の
懸
案
事
項
と
し
て

は
、
不
在
地
主
の
問
題
が
あ
る
。

地
元
に
い
な
い
地
主
の
意
向
確
認

を
ど
う
行
う
べ
き
か
と
い
う
課
題

が
あ
る
。

　

今
後
、
不
在
地
主
の
案
件
は
増

加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
の
協
議
段
階
で

の
合
意
形
成
に
時
間
が
か
か
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

一 般 質 問町政を問う

御手洗 　剛 議員
み た らい つよし
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Q 地域計画作成の進捗状況は

A　今年度内に目標地図の作成まで
　完了できる段取りで進行

　

農
業
の
耕
作
放
棄
地

や
担
い
手
不
足
が
全
国

的
に
深
刻
化
し
て
き
て
い
る
中

で
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
よ

り
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
が
改

正
・
施
行
さ
れ
、
新
た
に
「
地

域
計
画
」を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

地
域
計
画
で
は
、「
地
域
内
の

農
業
を
担
う
者（
全
て
の
農
業
者
）

に
つ
い
て
現
状
と
10
年
後
の
経
営

作
物
と
経
営
面
積
を
一
覧
に
し

て
、
農
地
一
筆
ご
と
に
将
来
の
利

用
者
を
明
確
化
し
た
「
目
標
地

図
」
を
新
た
に
作
成
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
「
目
標
地
図
」
は
、
農
業
者
や

地
域
の
み
な
さ
ん
の
話
し
合
い
に

よ
り
作
成
さ
れ
る
。

　

現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

町
長　

地
域
計
画
の
策
定
に
向
け

て
の
全
体
計
画
は
、
概
ね
計
画
ど

お
り
進
行
し
て
い
る
。

　

現
在
、
４
つ
の
地
区
に
お
い
て

地
域
計
画
案
の
作
成
ま
で
が
終

わ
っ
て
い
る
。
他
４
つ
の
地
区
に
お

い
て
も
、
既
に
協
議
の
場
を
何
度

か
開
催
し
て
、
目
標
地
図
及
び
地

域
計
画
の
素
案
段
階
ま
で
は
作
成

し
て
い
る
。

　

残
り
の
１
地
区
に
お
い
て
は
、

年
内
に
目
標
地
図
の
作
成
ま
で
完

了
で
き
る
段
取
り
で
進
行
し
て
い

る
。

　

従
っ
て
、
今
年
度
内
に
は
、
全

て
の
地
区
の
目
標
地
図
及
び
地
域

計
画
を
ま
と
め
た
も
の
を
関
係
者

へ
の
意
見
聴
取
や
、
地
域
計
画
案

の
公
告
と
い
う
段
階
を
経
て
、
地

域
計
画
を
策
定
で
き
る
よ
う
進
行

し
て
い
る
。

　

全
国
的
に
は
10
年
後

の
地
域
農
業
の
姿
を
描

く
「
地
域
計
画
」
の
作
成
作
業
が

遅
れ
て
い
る
と
聞
く
。

　

農
地
一
筆
ご
と
に
耕
作
す
る
人

を
明
確
化
す
る
「
目
標
地
図
」
で

難
航
し
て
い
る
。

　

作
成
期
限
は
年
度
末
で
あ
る

が
、
当
町
で
の
作
成
状
況
は
。

町
長　

１０
年
後
を
見
据
え
た
計

画
を
作
る
必
要
が
あ
る
中
で
、
全

体
的
に
担
い
手
不
足
等
の
課
題
か

ら
農
地
の
集
積
・
集
約
に
向
け
た

議
論
は
進
ま
ず
、
目
標
地
図
が
現

況
地
図
と
ほ
ぼ
一
緒
と
な
る
現
状

も
あ
る
が
、
計
画
策
定
後
も
年
１

回
以
上
は
随
時
更
新
し
て
い
く
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
１０
年
後
に
向

け
て
、
よ
り
丁
寧
な
協
議
を
促
し

て
い
く
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
完
成

度
を
高
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

作
成
中
の
目
標
地
図

で
担
い
手
不
在
の
集
落

や
耕
作
が
困
難
な
農
地
の
状
況
把

握
は
。

町
長　

地
域
計
画
で
は
、
将
来
に

お
い
て
農
地
を
利
用
す
る
者
は
、

い
わ
ゆ
る
「
担
い
手
」
と
規
定
さ

れ
る
認
定
農
業
者
、
認
定
新
規

就
農
者
、
集
落
営
農
組
織
よ
り
も

広
い
者
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
担
い
手
不

在
の
集
落
で
も
中
小
規
模
の
農
業

者
を
将
来
の
農
業
を
担
う
者
と
し

目
標
地
図
に
位
置
づ
け
て
作
成
し

て
い
る
。
ま
た
、
耕
作
が
困
難
な

農
地
の
状
況
把
握
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
地
域
計
画
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
、
地
域
で
の
話
し
合
い

の
協
議
事
項
の
一
つ
と
し
て
、
農

業
上
の
利
用
が
行
わ
れ
る
農
用
地

等
の
区
域
の
設
定
を
行
っ
て
い
る
。

農
業
生
産
利
用
に
向
け
た
様
々
な

努
力
を
払
っ
て
も
な
お
、
耕
作
が

困
難
な
農
地
に
つ
い
て
は
、
こ
の

地
域
計
画
の
範
囲
か
ら
除
外
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

10
年
後
に
お
い
て
農

地
の
耕
作
者
が
不
明
確

な
も
の
は
、目
標
地
図
を
「
白
地
」

と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
事
に

つ
い
て
の
今
後
の
対
応
は
。

町
長　

地
域
計
画
は
地
域
の
話
し

合
い
の
場
に
お
い
て
問
題
解
決
を

し
て
い
く
と
を
基
本
と
し
て
お

り
、
地
域
計
画
策
定
後
も
引
き
続

き
協
議
の
場
を
重
ね
て
問
題
解
決

に
向
け
た
計
画
の
更
新
を
行
っ
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

町
の
対
応
策
と
し
て
は
、
集
落

営
農
法
人
化
へ
の
支
援
や
、Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
者
の
呼
び
込
み
に
よ
る
新

規
就
農
者
確
保
等
の
取
組
み
に
加

え
、
周
辺
の
担
い
手
に
よ
る
集
積

が
行
い
や
す
く
な
る
よ
う
、
要
望

が
あ
る
集
落
に
お
い
て
は
、
圃
場

整
備
事
業
の
実
施
等
も
検
討
す

る
。

　

ま
た
、
農
業
経
営
を
継
続
し
て

い
た
だ
く
取
組
み
と
し
て
、
当
町

独
自
の
施
策
と
し
て
実
施
し
て
い

る
、
中
規
模
農
業
者
の
方
々
を
対

象
と
し
た
農
業
用
機
械
導
入
の
補

助
事
業
の
継
続
を
行
っ
て
い
く
。

　

そ
の
他
、
課
題
は
。

町
長　

地
域
計
画
の
協
議
を
進
め

て
い
く
上
で
の
懸
案
事
項
と
し
て

は
、
不
在
地
主
の
問
題
が
あ
る
。

地
元
に
い
な
い
地
主
の
意
向
確
認

を
ど
う
行
う
べ
き
か
と
い
う
課
題

が
あ
る
。

　

今
後
、
不
在
地
主
の
案
件
は
増

加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
の
協
議
段
階
で

の
合
意
形
成
に
時
間
が
か
か
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

一 般 質 問町政を問う

御手洗 　剛 議員
み た らい つよし
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Q 津和野町における廃棄物の
　 現状は
A 人口減少と共に排出量は減少、
　更なる減少を進める

　

先
月
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

環
境
汚
染
を
防
止
す
る

国
際
会
議
が
行
わ
れ
た
が
、
当

町
と
し
て
の
考
え
方
は
。

町
長　

今
よ
り
き
れ
い
な
環
境
を

残
し
て
い
く
た
め
に
、
プ
ラ
製
品

の
利
用
・
購
入
を
控
え
る
よ
う
啓

発
活
動
を
行
う
。

　

不
燃
物
の
分
別
に
従

事
さ
れ
る
方
の
、
作
業

に
お
け
る
苦
労
は
計
り
知
れ
な

い
。
そ
の
軽
減
の
た
め
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
分
別
回
収
を
検
討
す
る

考
え
は
。

　

ま
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
有
価
物
と

し
て
も
貴
重
な
資
源
で
も
あ
る
。

町
長　

新
た
な
ゴ
ミ
袋
の
作
成
に

よ
る
予
算
増
、
各
家
庭
で
の
分
別

負
担
の
増
加
な
ど
、
課
題
は
あ
る

が
、
吉
賀
町
や
関
係
機
関
と
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

中
で
も
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
に
危
険

物
や
汚
物
が
混
入
し
て
る
場
合
が

あ
り
、
職
員
の
作
業
負
担
増
と

な
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
収
集
場
所
で
の
あ
る

程
度
の
選
別
は
可
能
か
。

町
長　

ゴ
ミ
の
収
集
時
間
が
非
常

に
タ
イ
ト
な
の
で
、
収
集
場
所
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
は
難
し
い
。

　

ゴ
ミ
分
別
の
周
知
方

法
は
、
今
後
ど
の
よ
う

な
方
法
で
行
う
予
定
か
。

町
長　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
広
報

で
の
周
知
を
継
続
す
る
ほ
か
、
小

中
学
校
等
で
の
ゴ
ミ
分
別
説
明
会

や
施
設
見
学
会
の
実
施
、
各
種
会

議
で
の
映
像
上
映
な
ど
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　

不
燃
物
処
理
場
に
搬

入
さ
れ
た
粗
大
ゴ
ミ
の

多
く
は
、
破
砕
さ
れ
て
熱
源
利
用

で
燃
や
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
も
っ

た
い
な
い
。
リ
ユ
ー
ス
の
方
法
を

模
索
で
き
な
い
か
。

町
長　

中
座
の
旧
焼
却
場
に
粗
大

ゴ
ミ
の
仮
置
き
場
が
あ
る
。
今
後

そ
こ
を
解
体
し
て
、
粗
大
ゴ
ミ
リ

サ
イ
ク
ル
が
出
来
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
商
品
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
も
、
金
属
類
と
分
別

さ
れ
た
後
に
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
運
ば
れ
て
、
熱
源
利
用
と
し
て

燃
や
さ
れ
て
い
る
。

　

町
長
の
所
見
は
。

町
長　

ゴ
ミ
問
題
を
考
え
る
に
あ

た
り
、
消
費
す
る
際
の
意
識
、
ゴ
ミ

を
捨
て
る
時
の
意
識
、
そ
し
て
ゴ
ミ

を
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
側
の
意

識
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
か
ら
対
策

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
色
ん
な
媒
体
を
使
っ
て
、

様
々
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
課
題
は
、
利
用

料
金
や
予
約
、
各
種
承

認
手
続
き
な
ど
、
そ
れ
ほ
ど
ハ
ー

ド
ル
は
高
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
。

教
育
長　

そ
の
他
に
も
手
続
き
は

あ
り
、
一
つ
一
つ
を
整
理
し
て
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

他
の
地
域
で
は
、
貨

客
混
載
（
注
２
）
も
進

め
ら
れ
て
い
る
。
当
町
で
は
そ
の

よ
う
な
動
き
は
あ
る
か
。

町
長　

一
定
の
需
要
は
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
住
民
か
ら
意
見
と
し

て
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
運

用
の
動
き
は
な
い
。

　

今
後
の
地
域
公
共
交

通
の
在
り
方
は
、
従
来
通

り
の
進
め
方
で
は
な
く
、
新
た
な

発
想
を
持
っ
て
、
課
を
横
断
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
昨
年
ド
ロ
ー
ン
の
実
証
実
験
を

行
い
、今
後
は
Ｅ
Ｖ
車
や
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

自
動
車
地
域
公
共
交
通
会
議

等
で
し
っ
か
り
議
論
を
し
て
、
関

係
各
課
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
。

（
注
１
） 

地
域
住
民
が
乗
る
こ
と

（
注
2
） 

貨
物
と
旅
客
の
輸
送
、運
送
を

一
緒
に
行
う
形
態
の
こ
と

　

デ
ジ
タ
ル
の
推
進
は
、

地
元
生
徒
の
増
加
に
は
つ

な
が
ら
な
い
の
で
は
。

　

ま
た
、県
外
生
徒
に
対
し
て
も
、

デ
ジ
タ
ル
よ
り
も
、
津
和
野
の
歴

史
や
自
然
や
文
化
を
し
っ
か
り
堪

能
し
て
欲
し
い
。

　

特
に
町
と
の
関
わ
り
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
よ
り
も
地
域
に
出
て
、
人

と
し
っ
か
り
交
流
し
て
欲
し
い
。

　

今
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

公
民
館
と
の
連
携
は
良
い
動
き
だ

と
思
う
。

教
育
長　

文
科
省
と
し
て
は
、Ｉ

Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）
教
育
を

進
め
て
い
る
の
で
、
町
と
し
て
も
進

め
て
い
き
た
い
。
全
て
の
教
育
が

デ
ジ
タ
ル
を
や
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

一
方
で
公
民
館
で
の
活
動
は
、

学
び
の
協
働
推
進
事
業
と
し
て
、

地
域
の
中
で
子
供
た
ち
を
育
ん
で

い
く
場
を
作
っ
て
い
る
。

Ｑ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
混
乗
化
（
注
１
）
を
進
め
る
べ
き

Ａ 

課
題
を
整
理
し
て
検
討
す
る

Ｑ 

高
校
魅
力
化
と
町
の
連
携
は

Ａ 

探
求
的
な
学
習
と
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
を
進
め
る

町政を問う一 般 質 問

田中 海太郎 議員
た なか うみ た ろう
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Q 津和野町の災害応援協定や
　 各種協定等の締結
A 災害時相互応援協定は全国の
　２４自治体と締結

　

現
在
、
津
和
野
町
の

田
植
え
は
４
月
上
旬
頃
、

収
穫
は
９
月
頃
で
約
５
ヵ
月
。

　

米
は
寒
い
地
方
の
東
北
や
北
海

道
が
美
味
し
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
で
９
月
収

穫
は
真
夏
並
み
の
暑
さ
。

　

農
林
課
で
７
月
田
植
え
、
５
ヵ

月
後
の
１１
月
下
旬
収
穫
の
５
ア
ー

ル
程
度
の
試
験
栽
培
は
で
き
な
い

か
。

　

４
月
田
植
え
の
９
月
収
穫
後

２
ヵ
月
半
の
１１
月
中
旬
で
、
稲
が

丈
６０
〜
７０
㎝
に
育
ち
、
籾
の
中
は

少
し
白
い
。

　

こ
の
時
期
の
田
ん
は
黄
金
色
で

見
事
に
綺
麗
。

　

５
ヵ
月
あ
れ
ば
十
分
籾
が
育
つ
。

　

も
し
収
穫
に
成
功
す
れ
ば
全
国

的
に
注
目
さ
れ
る
か
も
。

町
長　

全
国
的
に
夏
場
の
高
温
障

害
に
よ
る
、
米
の
品
質
低
下
や
収

量
減
少
の
影
響
が
出
て
い
る
。

　

津
和
野
町
に
お
い
て
も
品
質
低

下
に
よ
る
１
等
米
比
率
の
減
少

等
、
猛
暑
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
、
島
根
県
農
業
組
合

西
い
わ
み
地
区
本
部
、
県
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
益
田
事
務
所
、
益
田

市
、
津
和
野
町
、
吉
賀
町
、
県

農
業
共
済
組
合
石
西
支
所
で
構
成

す
る
「
石
西
地
域
農
林
振
興
協

議
会
」に
お
い
て
、暑
さ
に
強
く「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
よ
り
熟
期
が
早
い
「
つ

き
あ
か
り
」
の
栽
培
実
証
を
農
事

法
人
組
合
「
な
か
そ
の
」
の
協
力

で
行
っ
た
。

　

結
果
「
つ
き
あ
か
り
」
の
単
収

は
６
４
２
㎏
で
２
０
２
４
（
令
和

６
）
年
度
の
津
和
野
町
基
準
単
収

４
９
３
㎏
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

　

本
州
で
水
稲
作
付
が
最
も
遅
い

の
は
６
月
下
旬
田
植
え
、
１０
月
上

旬
収
穫
で
あ
り
、
７
月
田
植
え
、

１１
月
下
旬
収
穫
の
試
験
栽
培
は
全

国
的
に
も
珍
し
い
試
み
で
あ
る
。

　

試
験
栽
培
に
は
栽
培
時
期
に
適

し
た
品
種
の
調
査
等
が
必
要
な
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
協
議
を
行
い
た
い
。

　

津
和
野
町
の
災
害
応

援
協
定
や
各
種
協
定
等

の
締
結
時
期
ま
た
協
定
内
容
は
。

１
．東
京
都
文
京
区
↓
災
害
応
援
等

２
．北
九
州
市
↓
鷗
外
ゆ
か
り
文
化
振
興

３
．岡
山
県
津
山
市
↓
三
津
同
盟

４
．大
分
県
中
津
市
↓
三
津
同
盟

５
．鳥
取
市
鹿
野
町
↓
亀
井
氏
出
身
地

６
．岡
山
県
総
社
市
↓
人
的
派
遣

７
．三
重
県
明
和
町
↓
災
害
応
援
等

８
．京
都
府
与
謝
野
町
↓
災
害
応
援
等

９
．広
島
県
廿
日
市
市
↓
津
和
野
街
道

１０
．鹿
足
郡
吉
賀
町
↓
津
和
野
街
道

１１
．山
形
県
中
山
町
↓
日
本
三
大
芋
煮

１２
．愛
媛
県
大
洲
市
↓
日
本
三
大
芋
煮

１３
．山
口
県
萩
市
↓
防
災
協
定

１４
．山
口
県
宇
部
市
↓
山
口
県
央
連
携

１５
．山
口
県
山
口
市
↓
防
災
協
定

１６
．広
島
市
↓
平
和
首
長
会
議
認
定

１７
．さ
さ
つ
な
自
治
体
協
議
会
・

防
災
研
究
災
害
支
援
協
定
：
１９

自
治
体
の
内
、
石
川
県
能
登
半
島

の
志
賀
町

以
上
の
自
治
体
と
災
害
等
で
職
員

派
遣
や
応
援
派
遣
ま
た
物
資
の
提

供
等
の
相
互
応
援
の
状
況
は
。

　

※
〇
印
が
相
互
に
人
的
支
援
・

支
援
物
資
・
資
機
材
提
供
自
治

体
。

　

今
後
、
友
好
自
治
体
ま
た
は

応
援
協
定
締
結
の
計
画
は
。

●
石
川
県
能
登
地
方
の
自
治
体

　

鎌
倉
幕
府
の
命
に
よ
り
元
寇

（
蒙
古
）
襲
来
に
備
え
、
石
川
県

能
登
か
ら
津
和
野
へ
着
任
さ
れ
、

津
和
野
町
の
基
礎
を
築
か
れ
た
吉

見
氏
出
身
地
。

　

吉
見
氏
は
壮
大
な
津
和
野
城

を
築
城
さ
れ
て
い
る
。

●
福
岡
県
久
留
米
市

　

亀
井
津
和
野
藩
稀
代
の
名
君
と

言
わ
れ
る
亀
井
茲
監
公
の
出
身

地
。

　

茲
監
公
は
久
留
米
藩
有
馬
氏

か
ら
養
子
に
来
ら
れ
、
藩
校
養
老

館
の
充
実
を
図
ら
れ
西
周
、
森
鷗

外
、
福
羽
美
静
な
ど
多
く
の
明
治

文
化
の
先
駆
者
を
輩
出
さ
れ
て
い

る
。

●
邑
智
郡
邑
南
町
日
貫
地
区

　

亀
井
津
和
野
藩
の
飛
び
地
約
１

０
０
㎞
先
の
浜
田
市
邑
南
町
の
地

区
。

　

日
貫
は
津
和
野
藩
の
最
東
端
。

令
和
５
年
日
貫
の
女
性
が
「
津
和

野
藩
の
飛
び
地　

日
貫　

津
和
野

奥
筋
往
還
道
」
の
冊
子
を
自
費
出

版
さ
れ
た
。

　

新
聞
報
道
で
も
日
貫
は
津
和
野

藩
の
記
事
が
２
回
出
て
い
る
。

町
長　

今
後
、
新
た
な
自
治
体

と
の
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

の
計
画
は
な
い
が
、
大
規
模
災
害

で
町
単
独
で
は
対
処
が
困
難
な
事

態
が
起
き
た
場
合
の
備
え
の
一
つ

と
し
て
、
引
き
続
き
幅
広
く
関
係

自
治
体
と
の
協
定
に
向
け
た
取
り

組
み
を
検
討
す
る
。

Ｑ 

米
作
付
け
時
期
変
更
試
験
栽
培

Ａ 

栽
培
に
適
し
た
品
種
の
調
査
等

一 般 質 問町政を問う

米澤 文 議員
よねざわ ひろふみ

嘉楽園
茲監公銅像
嘉楽園
茲監公銅像

さ
ん
し
ん
ど
う
め
い

ひ　
ぬ
い

さ
ん
し
ん
ど
う
め
い
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町
民
と
の
意
見
交
換
の

時
に
出
て
く
る
の
が
、「
町

民
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
」
の
件
で
あ

る
。

　

現
在
は
「
し
ゃ
が
む
」
と
い
う

動
作
が
極
端
に
減
っ
て
お
り
、
和

式
ト
イ
レ
が
苦
痛
を
強
い
て
い
る
。

　

車
椅
子
や
足
に
障
が
い
を
も
つ

人
に
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
早
急

な
改
善
を
要
望
す
る
。

教
育
長　

現
在
の
洋
式
ト
イ
レ
の

設
置
状
況
は
、
セ
ン
タ
ー
の
事
務

室
の
隣
の
ト
イ
レ
に
男
女
１
カ
所

Q 町民センターのトイレの改修を
　 要望する
A 耐震改修工事に併せて検討したい

ず
つ
、
多
目
的
ト
イ
レ
に
１
カ
所

設
置
し
て
い
る
。
体
育
館
に
は
、

男
女
と
も
１
カ
所
ず
つ
設
置
し
て

い
る
。
ま
た
、
大
集
会
室
横
の
ト

イ
レ
の
み
簡
易
の
洋
式
ト
イ
レ
を

設
置
。

　

ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て
は
、

町
民
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
改
修
工
事

の
行
わ
れ
る
２
０
２
６
（
令
和
８
）

年
度
に
併
せ
て
検
討
し
た
い
。
そ

れ
ま
で
の
間
は
、
簡
易
の
洋
式
ト

イ
レ
の
設
置
を
増
や
す
こ
と
で
対

応
し
て
い
き
た
い
。

　

日
本
遺
産
セ
ン
タ
ー
の

再
認
定
の
発
表
が
近
日

中
に
あ
る
。
要
件
は
「
民
間
企
業

と
民
間
人
が
セ
ン
タ
ー
を
い
か
に

活
用
し
た
か
」で
あ
っ
た
。つ
ま
り
、

行
政
と
民
間
と
の
協
力
体
制
が
町

の
活
性
化
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
の
第
一
歩
は
、
行
政

と
民
間
と
の
情
報
の
共
有
だ
と
私

は
思
う
。

　

遺
産
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
３
年
間

に
ど
の
よ
う
な
策
を
講
じ
た
か
。

教
育
長　

日
本
遺
産
再
認
定
対

策
に
つ
い
て
は
、町
、教
育
委
員
会
、

日
本
遺
産
活
用
推
進
協
議
会
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

主
要
な
も
の
は
、
民
間
事
業
者

へ
の
経
済
波
及
効
果
を
目
的
と
し

た
新
商
品
開
発
支
援
事
業
補
助

金
の
実
施
、
民
間
事
業
者
と
の
連

携
に
よ
る
日
本
遺
産
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
の
販
売
、
城
跡
観
光

リ
フ
ト
へ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

の
整
備
、
町
中
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に

よ
る
ガ
イ
ド
環
境
の
充
実
、
訴
求

力
の
あ
る
出
演
者
に
よ
る
講
演
会

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
県
や

益
田
市
と
の
連
携
に
よ
る
商
談
会

や
周
知
活
動
の
実
施
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
応
と
し
て
多
言
化
の
充

実
、
歴
史
学
習
や
学
校
へ
の
出
張

出
前
講
座
、
百
景
よ
も
や
ま
話
等

を
広
報
に
連
載
な
ど
、
多
岐
に
渡

る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
た
。

　

な
お
、
再
認
定
に
関
す
る
こ
と

は
、
去
る
10
月
に
文
化
庁
認
定
評

価
委
員
に
よ
る
現
地
調
査
が
あ

り
、
そ
の
際
に
は
、
評
価
員
か
ら

は
良
い
評
価
が
多
く
あ
っ
た
。
町

と
し
て
は
良
い
報
告
を
待
ち
望
ん

で
い
る
。　

日
原
中
央
公
民
館
に
つ

い
て
の
財
源
で
あ
る
国
の

補
助
金
の
名
称
は
。
具
体
的
に
何

を
す
る
の
か
。
ま
た
、
年
間
の
利

用
計
画
は
。

教
育
長　

日
原
地
域
活
動
拠
点

施
設
整
備
の
財
源
に
つ
い
て
は
、

内
閣
府
の
24
（
令
和
６
）
年
度
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
を
活
用
し
た
い
。

　

そ
の
施
設
の
活
用
法
と
し
て

は
、
日
原
公
民
館
、
日
原
中
央

公
民
館
が
企
画
す
る
社
会
教
育
に

関
す
る
各
種
講
座
や
研
修
会
、
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、
教
育
委
員
会
が
週
２
回
実

施
し
て
い
る
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
拠
点
と
し
て
も
活
用
す
る
予
定

で
あ
る
。
さ
ら
に
、Ｗ
ⅰ
‐
Ｆ
ⅰ
を

利
用
し
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
活

動
を
し
た
い
。

　

行
政
主
催
の
講
演
会

を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
公
開

す
る
旨
を
要
請
し
て
き
た
が
、
演

者
に
許
可
を
得
る
こ
と
を
何
件

行
っ
た
か
。
そ
の
結
果
は
ど
う
か
。

　
「
公
文
書
」「
録
音
」
の
情
報
開

示
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
他
に
職
員

が
業
務
で
身
に
着
け
た
技
術
を
教

え
る
こ
と
も
情
報
開
示
の
一
つ
で

あ
る
と
思
う
が
。

教
育
長　

講
演
会
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

配
信
に
つ
い
て
は
、Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
地

域
限
定
さ
れ
た
環
境
で
の
公
開
の

み
行
っ
て
き
た
。

　

講
演
は
、
資
料
を
映
写
・
配

布
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
権
利

関
係
の
問
題
が
講
師
の
承
諾
を
得

に
く
い
理
由
で
あ
る
。

　

な
お
、
そ
の
後
検
討
を
行
い
、

文
化
施
設
の
企
画
展
情
報
を
紹
介

す
る
「
つ
わ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ス

ポ
ー
ト
」
の
公
開
を
10
月
よ
り
開

始
し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
。

Ｑ 

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
が
な
ぜ
で
き
な
い
の
か

Ａ 

写
り
込
む
映
像
に
他
の
著
作
権
が
あ
る
こ
と
が
あ
る

町政を問う一 般 質 問

道信 俊昭 議員
みち のぶ としあき
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Q 統合に向けての課題は

A 各法人の考え方や意識には温度差
　がある

　

津
和
野
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
つ
わ
の
福
祉

会
、
に
ち
は
ら
福
祉
会
の
３
法
人

の
統
合
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
介

護
事
業
所
の
現
状
は
。

町
長　

当
町
で
は
人
口
減
少
に
伴

い
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
が

年
々
減
少
し
て
お
り
、
介
護
事
業

所
の
経
営
環
境
も
厳
し
さ
が
増
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
介
護
従
事
者
の
不
足
と

高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
、
今
後
の

既
存
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
ど
の
よ

う
に
測
っ
て
い
く
か
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。

　

今
後
の
人
口
推
計
は
。

町
長　

65
歳
以
上
の
人
口
は
現
在

の
３
３
３
５
人
か
ら
２
０
４
０（
令

和
22
）
年
に
は
２
１
７
８
人
に
な

る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
、

要
介
護
認
定
者
は
24
（
令
和
６
）

年
度
の
７
９
６
人
か
ら
40
（
令
和

22
）
年
に
は
６
４
９
人
に
な
る
と

い
う
推
計
が
出
て
い
る
。

　

統
合
に
よ
り
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
理
想
と
し
て
い
る
か
。

町
長　

吉
賀
町
の
よ
う
に
社
会
福

祉
協
議
会
を
軸
に
、
介
護
事
業

を
担
う
３
つ
の
社
会
福
祉
法
人
が

統
合
す
る
こ
と
で
、
町
の
関
与
を

強
め
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
た
法
人
全
体
の
安
定
的
な
運
営

を
図
る
。

　

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の

老
朽
化
も
あ
り
、
建
物
の
更
新
を

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
が

近
づ
い
て
い
る
。
３
法
人
の
統
合

に
よ
り
、
将
来
的
に
一
つ
の
施
設

に
集
約
し
、居
宅
介
護
支
援
事
業
、

訪
問
・
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
及
び
施

設
系
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
的
な
運
用

に
よ
り
、
介
護
に
お
け
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
の
創
出
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
効
率
的
な
経
営
を

可
能
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

２
施
設
の
耐
用
年
数

は
。

町
長　

施
設
の
耐
用
年
数
は
39
年

と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
つ
わ
の

福
祉
会
の
施
設
は
33
年
が
経
過
。

に
ち
は
ら
福
祉
会
は
27
年
が
経
過

し
て
い
る
。

　

10
年
以
内
に
は
新
た
な
場
所
に

新
た
な
施
設
を
建
設
す
る
の
か
、

ど
ち
ら
か
の
施
設
を
修
繕
し
て
使

う
の
か
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

昨
年
度
と
今
年
度
は

統
合
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
か
。

町
長　

23
（
令
和
５
）
年
11
月
に

町
長
と
各
法
人
の
会
長
・
理
事
長

等
に
よ
る
「
津
和
野
町
介
護
事
業

所
統
合
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
た
。

　

ま
た
、
各
法
人
の
事
務
方
代
表

に
よ
る
「
専
門
部
会
」
を
設
置
し
、

事
務
レ
ベ
ル
で
の
意
見
交
換
を
こ
れ

ま
で
に
８
回
行
っ
て
き
た
。

　

統
合
に
向
け
た
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

町
長　

12
月
末
に
、
検
討
委
員
会

を
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
の
協
議
結
果
に
よ
り
、

今
後
の
統
合
協
議
の
形
や
方
向
性

が
具
体
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る

た
め
、
そ
の
結
果
に
よ
り
改
め
て

統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
す
る
。

　

統
合
に
向
け
た
課
題

は
何
か
。

町
長　

こ
れ
ま
で
の
協
議
の
中
で
、

各
法
人
と
も
将
来
的
な
統
合
の
必

要
性
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る

も
の
の
、
具
体
的
な
統
合
時
期
に

関
す
る
意
識
や
考
え
方
に
は
温
度

差
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

私
自
身
も
３
法
人
か

ら
話
を
聞
い
た
。

　

つ
わ
の
福
祉
会
と
に
ち
は
ら
福

祉
会
は
、
現
時
点
で
の
統
合
に
納

得
さ
れ
て
い
る
様
だ
が
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
統
合
に
お
け
る
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
が
曖
昧
と
い
う
指
摘
が

あ
り
、
特
に
地
域
社
会
福
祉
事
業

の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
不
安
が

あ
り
、
統
合
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
た
が
。

町
長　

そ
の
点
に
つ
い
て
は
認
識

し
て
い
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
全
て
の
項

目
に
お
い
て
町
が
主
導
で
進
め
て

ほ
し
い
と
い
う
意
向
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
町
と
し
て
は
町
が
主

導
す
べ
き
こ
と
と
、
皆
で
話
し
合
っ

て
決
め
る
部
分
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
十
分
時
間
を

割
い
て
説
明
し
た
つ
も
り
で
は
あ
る

が
、
理
解
を
得
ら
れ
て
な
い
こ
と

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
。

　

理
解
が
得
ら
れ
る
様
に
改
め
て

努
め
て
い
き
た
い
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福
祉

事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
介
護

福
祉
事
業
か
ら
資
金
を
補
填
し
運

営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

統
合
後
に
同
様
の
資
金
の
運
用

を
行
な
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
町
か

ら
の
補
助
金
の
額
な
ど
に
つ
い
て
は

協
議
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
ま
だ
そ

の
よ
う
な
段
階
で
な
い
と
い
う
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

３
法
人
の
統
合
が
難

し
い
場
合
は
ひ
と
ま
ず

２
法
人
の
統
合
も
あ
る
の
か
。

町
長　

並
行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
検
討
し
て
い
る
。

一 般 質 問町政を問う

大江 　梨 議員
おお え れい
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Q 統合に向けての課題は

A 各法人の考え方や意識には温度差
　がある

　

津
和
野
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
つ
わ
の
福
祉

会
、
に
ち
は
ら
福
祉
会
の
３
法
人

の
統
合
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
介

護
事
業
所
の
現
状
は
。

町
長　

当
町
で
は
人
口
減
少
に
伴

い
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
が

年
々
減
少
し
て
お
り
、
介
護
事
業

所
の
経
営
環
境
も
厳
し
さ
が
増
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
介
護
従
事
者
の
不
足
と

高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
、
今
後
の

既
存
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
ど
の
よ

う
に
測
っ
て
い
く
か
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。

　

今
後
の
人
口
推
計
は
。

町
長　

65
歳
以
上
の
人
口
は
現
在

の
３
３
３
５
人
か
ら
２
０
４
０（
令

和
22
）
年
に
は
２
１
７
８
人
に
な

る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
、

要
介
護
認
定
者
は
24
（
令
和
６
）

年
度
の
７
９
６
人
か
ら
40
（
令
和

22
）
年
に
は
６
４
９
人
に
な
る
と

い
う
推
計
が
出
て
い
る
。

　

統
合
に
よ
り
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
理
想
と
し
て
い
る
か
。

町
長　

吉
賀
町
の
よ
う
に
社
会
福

祉
協
議
会
を
軸
に
、
介
護
事
業

を
担
う
３
つ
の
社
会
福
祉
法
人
が

統
合
す
る
こ
と
で
、
町
の
関
与
を

強
め
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
た
法
人
全
体
の
安
定
的
な
運
営

を
図
る
。

　

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の

老
朽
化
も
あ
り
、
建
物
の
更
新
を

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
が

近
づ
い
て
い
る
。
３
法
人
の
統
合

に
よ
り
、
将
来
的
に
一
つ
の
施
設

に
集
約
し
、居
宅
介
護
支
援
事
業
、

訪
問
・
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
及
び
施

設
系
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
的
な
運
用

に
よ
り
、
介
護
に
お
け
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
の
創
出
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
効
率
的
な
経
営
を

可
能
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

２
施
設
の
耐
用
年
数

は
。

町
長　

施
設
の
耐
用
年
数
は
39
年

と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
つ
わ
の

福
祉
会
の
施
設
は
33
年
が
経
過
。

に
ち
は
ら
福
祉
会
は
27
年
が
経
過

し
て
い
る
。

　

10
年
以
内
に
は
新
た
な
場
所
に

新
た
な
施
設
を
建
設
す
る
の
か
、

ど
ち
ら
か
の
施
設
を
修
繕
し
て
使

う
の
か
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

昨
年
度
と
今
年
度
は

統
合
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
か
。

町
長　

23
（
令
和
５
）
年
11
月
に

町
長
と
各
法
人
の
会
長
・
理
事
長

等
に
よ
る
「
津
和
野
町
介
護
事
業

所
統
合
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
た
。

　

ま
た
、
各
法
人
の
事
務
方
代
表

に
よ
る
「
専
門
部
会
」
を
設
置
し
、

事
務
レ
ベ
ル
で
の
意
見
交
換
を
こ
れ

ま
で
に
８
回
行
っ
て
き
た
。

　

統
合
に
向
け
た
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

町
長　

12
月
末
に
、
検
討
委
員
会

を
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
の
協
議
結
果
に
よ
り
、

今
後
の
統
合
協
議
の
形
や
方
向
性

が
具
体
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る

た
め
、
そ
の
結
果
に
よ
り
改
め
て

統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
す
る
。

　

統
合
に
向
け
た
課
題

は
何
か
。

町
長　

こ
れ
ま
で
の
協
議
の
中
で
、

各
法
人
と
も
将
来
的
な
統
合
の
必

要
性
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る

も
の
の
、
具
体
的
な
統
合
時
期
に

関
す
る
意
識
や
考
え
方
に
は
温
度

差
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

私
自
身
も
３
法
人
か

ら
話
を
聞
い
た
。

　

つ
わ
の
福
祉
会
と
に
ち
は
ら
福

祉
会
は
、
現
時
点
で
の
統
合
に
納

得
さ
れ
て
い
る
様
だ
が
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
統
合
に
お
け
る
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
が
曖
昧
と
い
う
指
摘
が

あ
り
、
特
に
地
域
社
会
福
祉
事
業

の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
不
安
が

あ
り
、
統
合
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
た
が
。

町
長　

そ
の
点
に
つ
い
て
は
認
識

し
て
い
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
全
て
の
項

目
に
お
い
て
町
が
主
導
で
進
め
て

ほ
し
い
と
い
う
意
向
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
町
と
し
て
は
町
が
主

導
す
べ
き
こ
と
と
、
皆
で
話
し
合
っ

て
決
め
る
部
分
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
十
分
時
間
を

割
い
て
説
明
し
た
つ
も
り
で
は
あ
る

が
、
理
解
を
得
ら
れ
て
な
い
こ
と

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
。

　

理
解
が
得
ら
れ
る
様
に
改
め
て

努
め
て
い
き
た
い
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福
祉

事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
介
護

福
祉
事
業
か
ら
資
金
を
補
填
し
運

営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

統
合
後
に
同
様
の
資
金
の
運
用

を
行
な
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
町
か

ら
の
補
助
金
の
額
な
ど
に
つ
い
て
は

協
議
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
ま
だ
そ

の
よ
う
な
段
階
で
な
い
と
い
う
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

３
法
人
の
統
合
が
難

し
い
場
合
は
ひ
と
ま
ず

２
法
人
の
統
合
も
あ
る
の
か
。

町
長　

並
行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
検
討
し
て
い
る
。

一 般 質 問町政を問う

大江 　梨 議員
おお え れい
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物
価
高
騰
対
策
重
点

支
援
給
付
金
支
給
事
業

補
助
金
に
て
町
民
１
人
当
た
り
５

０
０
０
円
分
配
布
さ
れ
た
「
つ
わ

み
ん
生
活
応
援
券
」
で
あ
る
が
、

９
月
中
に
簡
易
書
留
に
て
送
付
し

使
用
開
始
は
１０
月
か
ら
と
封
筒
に

は
記
載
が
あ
る
。

　

９
月
中
と
は
言
え
、
中
旬
に
は

す
で
に
配
送
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

こ
と
を
巡
っ
て
町
田
商
店
会
内
で

混
乱
が
あ
り
、
な
ぜ
使
用
開
始
期

限
よ
り
は
る
か
に
早
い
送
付
に

な
っ
た
の
か
。

町
長　

早
い
時
期
か
ら
「
応
援
券

は
い
つ
届
く
の
か
」
と
い
っ
た
問
い

合
わ
せ
も
あ
り
、
１０
月
１
日
か
ら

の
使
用
に
間
に
合
う
よ
う
に
配
送

し
、
結
果
的
に
地
域
に
よ
り
２
週

間
程
度
の
差
が
生
じ
た
。

　

１０
月
１
日
と
言
え
ば
、

郵
便
料
金
の
改
定
が
あ
っ

た
が
、
影
響
は
あ
っ
た
か
。

町
長　

簡
易
書
留
の
改
定
は
な

か
っ
た
の
で
影
響
は
な
か
っ
た
、
１

件
当
た
り
３
５
０
円
の
配
送
料
で

あ
る
。　

結
果
的
に
２
週
間
程

度
早
い
送
付
に
な
り
、

町
内
進
出
企
業
２
社
に
混
乱
を
与

え
る
こ
と
に
な
っ
た
、
そ
の
こ
と

で
影
響
は
地
元
小
規
模
経
営
の
商

店
等
に
も
及
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
混
乱
で
町
民
の
皆

さ
ん
に
ま
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
い
る
。

　

次
回
が
あ
る
と
す
れ
ば
慎
重
に

事
業
を
進
め
ら
れ
た
い
。

町
長　

そ
う
言
っ
た
意
見
を
踏
ま

え
、
関
係
機
関
と
協
議
し
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

時
々
あ
る
支
援
事
業

で
あ
る
が
、
今
回
は
金

券
の
配
布
と
な
っ
た
。
券
の
配
布

と
な
る
と
印
刷
費
・
封
入
作
業
、

そ
し
て
郵
便
局
へ
の
送
付
の
依
頼

Q つわみん生活応援券はなぜ使用開始
　 より２週間程度早い送付になったのか
A 10月１日からの使用に間に合う
　ように配布した

等
、
給
付
金
以
外
に
も
多
額
の
費

用
が
発
生
し
て
し
ま
う
。

　

電
子
マ
ネ
ー
で
あ
れ
ば
、
か
な

り
費
用
が
抑
え
ら
れ
る
と
考
え
る

が
、
普
及
・
促
進
の
計
画
は
あ
る

か
。

町
長　

利
便
性
も
良
い
と
思
う

が
、
利
用
で
き
な
い
方
も
多
く
、

各
種
事
業
所
に
お
い
て
も
利
用
で

き
な
い
店
舗
が
出
て
き
た
場
合
に

は
公
平
性
が
な
く
な
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
電
子
マ
ネ
ー
の

配
布
は
難
し
い
。

　

確
か
に
入
居
希
望
者

の
精
査
の
必
要
性
は
あ

る
が
、
所
得
証
明
ま
で
必
要
か
。

　

当
町
に
転
入
を
希
望
す
る
多
く

の
方
が
最
初
に
訪
れ
る
窓
口
で
、

所
得
証
明
の
提
出
を
求
め
ら
れ
れ

ば
気
分
を
害
し
、
転
入
を
見
送
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。

町
長　

確
か
に
そ
う
い
っ
た
こ
と

は
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
精
査

の
方
法
を
検
討
し
な
お
し
た
い
。

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に

登
録
し
た
い
と
相
談
し
た

と
こ
ろ
難
色
を
示
さ
れ
諦
め
た
と

い
う
方
が
お
ら
れ
た
が
事
実
か
。

町
長　

お
断
り
し
た
と
い
う
事
実

は
な
い
。

　

傷
み
が
大
き
く
大
規
模
な
修
繕

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、「
入

居
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
容
易
で

は
な
い
」
と
伝
え
る
こ
と
は
あ
る
。

　

断
っ
た
の
で
は
な
く

「
難
色
を
示
さ
れ
た
」
と

の
こ
と
。

　

基
本
的
に
選
ぶ
の
は
入
居
者
で

あ
っ
て
、
町
職
員
で
は
な
い
。

　

難
色
を
示
す
の
で
は
な
く
、
登

録
希
望
は
基
本
的
に
全
て
受
け

入
れ
ら
れ
た
い
。

町
長　

基
本
的
に
受
け
入
れ
る

体
制
で
い
き
た
い
。

　

民
間
賃
貸
住
宅
建
設

（
改
修
）
支
援
事
業
補
助

金
を
活
用
し
改
修
さ
れ
た
物
件

で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
２
世
帯

が
入
居
の
希
望
を
改
修
工
事
中
に

相
談
し
た
が
、
一
向
に
空
き
家
情

報
バ
ン
ク
の
サ
イ
ト
に
上
が
る
こ

と
な
く
、
他
の
方
が
入
居
さ
れ
た

と
き
い
た
が
、
現
状
と
経
緯
は
。

町
長　

こ
の
事
業
は
空
き
家
情
報

バ
ン
ク
に
掲
載
し
管
理
す
る
も
の

で
は
な
く
、
入
居
者
に
つ
い
て
は

空
き
家
所
有
者
の
判
断
に
よ
り
自

由
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
物
件
に
つ
い
て
は
、
所
有

者
が
入
居
希
望
を
聞
い
て
い
た
の

は
現
在
入
居
中
の
１
世
帯
の
み
で

あ
っ
た
と
き
い
た
。

　

こ
の
物
件
の
補
助
金

交
付
決
定
は
い
つ
か
。

町
長　

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年

で
あ
る
。　

改
修
工
事
は
24
（
令
和

６
）
年
の
夏
ご
ろ
と
確
認

し
て
い
る
が
、
交
付
決
定
か
ら
改

修
工
事
着
工
ま
で
の
間
に
、
す
で

に
入
居
希
望
と
契
約
が
済
ま
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

町
長　

お
そ
ら
く
そ
う
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。　

所
有
者
と
入
居
者
の

関
係
性
は
。

　

近
し
い
関
係
性
で
な
け
れ
ば
着

工
前
に
そ
の
物
件
の
存
在
は
知
り
う

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
る
が
。

町
長　

把
握
し
て
い
な
い
。

Ｑ 

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の
物
件
に
入
居
を
希
望
し
た

　
　

場
合
、
所
得
証
明
は
必
要
か

Ａ 

家
賃
の
支
払
い
能
力
を
確
認
す
る
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
求
め
て
い
る

町政を問う一 般 質 問

横山 元志 議員
よこ やま もと し
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提
出
者

議案・賛否表
○＝賛成　●＝反対　欠＝欠席

道

信

大

江

米

澤

横

山

沖

田

御
手
洗

三

浦

田

中

寺

戸

川

田
結果

町
　
長

令和6年第9回（11月）津和野町議会臨時会

【専決処分】令和6年度津和野町一般会計補正予算（第６号） ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 承認

津和野町教育委員会委員の任命　　清水留美子氏 無記名投票 可決

令和６年度津和野テニスコート改修工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

　　〃　　町内学校サーバー機器等の取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

町
　
　
　
長

令和６年第10回（12月）津和野町議会定例会

森鷗外研究センターの設置及び管理に関する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

津和野町職員の給与に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

　〃　　会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

　〃　　枕瀬山森林公園の設置及び管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和６年度津和野町一般会計補正予算（第７号） ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

　　　　〃　　　　国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

　　　　〃　　　　介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

　　　　〃　　　　病院事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

　　　　〃　　　　水道事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

　　　　〃　　　　下水道事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和５年度町道杉片河東線常盤橋修繕工事請負変更契約の締結 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決

（
令
和
６
年
11
月
27
日
臨
時
会
）

●
令
和
５
年
度
町
道
円
の
谷
線
晩

越
ト
ン
ネ
ル
修
繕
工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結

随
意
契
約 

内
田
建
設
㈱

変
更
契
約
の
金
額

４
６
９
万
３
千
７
０
０
円
増
額

専
決
年
月
日

　

令
和
６
年
11
月
１
日

●
津
和
野
町
教
育
委
員
の
任
命

津
和
野
町
日
原　

清
水
留
美
子　
氏

●
津
和
野
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工
事

請
負
契
約
の
締
結

金
額 

５
６
１
０
万
円

完
成 

令
和
７
年
３
月
31
日

一
般
競
争
入
札 

昌
和
道
路
㈱

●
町
内
学
校
サ
ー
バ
ー
機
器
等
の

物
品
購
入
契
約

金
額 

１
１
４
２
万
９
千
円

随
意
契
約 

㈱
ミ
ッ
ク
益
田
支
店

納
入
期
限 

令
和
７
年
３
月
31
日

（
令
和
６
年
12
月
定
例
会
）

◎
森
鷗
外
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

◎
津
和
野
町
職
員
の
給
料
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

◎
津
和
野
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

◎
津
和
野
町
枕
瀬
山
森
林
公
園
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

活
性
化
と
関
係
人
口
の
拡
大
、

移
住
促
進
を
目
的
と
す
る
。

●
令
和
５
年
度
町
道
杉
片
河
東
線
常

盤
橋
修
繕
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結
変
更
金
額 

６
３
０
１
万
１
０
０
円

変
更
前
金
額 

５
３
３
５
万
円

変
更
額 

９
６
８
万
１
１
０
０
円

完
成 

令
和
７
年
３
月
28
日

随
意
契
約 

堀
建
設
㈱

専
決
処
分
の
承
認

条

例

改

正

契
約
の
締
結

契
約
の
締
結

人
　

事

寄贈を受けた佐々田正徳記念
森鷗外研究センター

寄贈を受けた佐々田正徳記念
森鷗外研究センター
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参加者の声参参参参参参参加加加加加加加者者者者者者者のののののの声声声声声声声参加者の声
農林業農林業 暮らし暮らし

観 光観 光

教 育教 育

こんな事が話題になりました！
業業 暮暮

ここここここんんんんんんんななななななな事事事事事事ががががががが話話話話話題題題題にににににになななななななりりりりりりりまままままままししししししたたたたたたた！！！！こんな事が話題になりました！

● 座談会に参加して何十年もの悩みが

少し楽になった。
● 現状を変えるために何をしていくべ

きかという議員さんの気持ちを、もっ

と聞きたかった。

● 悲観的な感じでなく、もう少し前向

きな話になるとよかった。
● 回を重ねることで認知されるとは思

うが、町内周知の方法を工夫し、よ

り多くの参加があると良い。

● もっと話がしにくいかと思ってい

ましたが、思っていたより明るい場

だった。
● ママ友たちと子育て環境について話

し合えるようなイメージで、子育て

世代が参加しやすい日中開催もあれ

ば嬉しい。
● 議会として大事にしたい価値観・ビ

ジョンが見えると良い。

● １つの議題に時間がかかりすぎて

いたので、もう少し色々な話をした

かった。
● 意見を言いにくい固い感じがあった。

もう少しざっくばらんに会話ができる

会場の雰囲気作りが大事ではないかと

思う。

　10月8日から11月14日までの期間で町内全10会場にて、津和野町議会と町民の座談会を開催しました。
　お越し下さった方 と々様々なお話をさせて頂き、緊急を要するような案件や、長きにわたりご心配されていたことなど、貴重
なご意見・ご要望を頂くことができました。
　頂いたご意見は今後の議会活動の参考にさせて頂き、できるだけ早く問題を解決できるように努めていきたいと思います。

●有害鳥獣対策　各会場ともこの話題は出てきており、
農業者にとって喫緊の課題。
●空地・耕作放棄地の管理　荒れ放題の空き地や耕作
放棄地の管理や対応。
●道の駅シルクウェイにちはらの食肉加工処理場の現状
　管理者がいない、現状は？
●県営林道の草刈り　当町側は比較的整備されている
が、益田市側の整備が追いついてない。

●ＪＲ利用促進（乗客への配慮・跨線橋の問題等含む）　津和
野駅で障がい者等、跨線橋を渡ることが困難な方のた
めにも、線路を渡れないか。
●東京事務所の目的等　東京事務所を設置している目
的が見えてこない、必要性あるのか？
●観光客も利用できる喫煙所・分煙条例　伝統的建造
物群保存地区の中にタバコを吸える場所がない。

●地域交通対策　免許証返納・通学など苦慮している。
●除雪　町道の除雪は積雪 20cm 以上になり、自治会
長から建設課に要請があって、はじめて除雪される。
その基準を15cmにできないか？との要望。
●町道等の修繕を住民が実施した場合の材料等の支給
　修繕を要望しても、なかなか対応してくれないので、
住民で施工し材料代等を支給して欲しい。
●投票率向上のための対策（移動手段・ポスター掲示・立会人・
投票所）年々投票率が低下している原因のひとつとして、
投票所まで行けない方が増えている、また立会人のな
り手不足の話も。
●町営住宅（町営住宅間の移動）　町営住宅から町営住宅
への転居ができない理由は？
●空き家に対応できる業者が１社しかいないためのト
ラブル　津和野町住宅相談員が 1 社しかいないため、
公平性にかける。仲介料は発生するのか？
●水源地の状況（水源地までの道中の管理）　特に積雪時、
水源地まで行くのはかなり危険。
●消防車庫周辺の管理　周辺の舗装に穴が開いている
ものを修繕して欲しい。●国民スポーツ大会とその後のボルダリング　日原カント

リーパークに建設予定のボルダリング施設は国民スポー
ツ大会後どうするのか？

座談会　を開催しました座談会　を開催しました

全１０地区にて　議員と町民の全１０地区にて　議員と町民の
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その基準を15cmにできないか？との要望。
●町道等の修繕を住民が実施した場合の材料等の支給
　修繕を要望しても、なかなか対応してくれないので、
住民で施工し材料代等を支給して欲しい。
●投票率向上のための対策（移動手段・ポスター掲示・立会人・
投票所）年々投票率が低下している原因のひとつとして、
投票所まで行けない方が増えている、また立会人のな
り手不足の話も。
●町営住宅（町営住宅間の移動）　町営住宅から町営住宅
への転居ができない理由は？
●空き家に対応できる業者が１社しかいないためのト
ラブル　津和野町住宅相談員が 1 社しかいないため、
公平性にかける。仲介料は発生するのか？
●水源地の状況（水源地までの道中の管理）　特に積雪時、
水源地まで行くのはかなり危険。
●消防車庫周辺の管理　周辺の舗装に穴が開いている
ものを修繕して欲しい。●国民スポーツ大会とその後のボルダリング　日原カント

リーパークに建設予定のボルダリング施設は国民スポー
ツ大会後どうするのか？

座談会　を開催しました座談会　を開催しました

全１０地区にて　議員と町民の全１０地区にて　議員と町民の
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所
管
事
務
調
査
報
告

●
文
教
民
生
常
任
委
員
会

津
和
野
町
に
お
け
る
廃
棄
物
の
現

状●

ゴ
ミ
排
出
量

　

人
口
減
少
に
よ
り
、
年
々
減
少

傾
向
。
空
き
家
の
増
加
等
に
よ
り

粗
大
ゴ
ミ
量
は
増
加
。

　

可
燃
ゴ
ミ
は
、
水
分
量
の
多
い

草
木
類
の
搬
入
が
増
加
。

　

ま
た
金
属
類
の
混
入
に
よ
り
、

設
備
の
故
障
等
が
発
生
し
て
い
る
。

●

ゴ
ミ
処
理
減
量
計
画

　

環
境
教
育
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り

組
み
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
見
学
等
、

町
民
に
対
し
て
ゴ
ミ
処
理
の
状
況

に
つ
い
て
、
情
報
共
有
し
、
認
識

を
深
め
て
も
ら
う
。

●

不
法
投
棄
の
現
状

　

自
治
会
と
連
携
し
て
町
内
一
斉

清
掃
の
実
施
、
ま
た
益
田
保
健
所

や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

不
法
投
棄
防
止
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
る
。

●

キ
エ
ー
ロ
・
コ
ン
ポ
ス
ト
申
請
状
況

　

コ
ン
ポ
ス
ト
３
件
９
，
４
０
０
円

キ
エ
ー
ロ
０
件

調
査
意
見

●

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の

適
正
な
分
別
、
可
燃
ゴ
ミ
の
金
属

混
入
と
水
分
を
含
む
有
機
物
（
草

木
や
落
葉
）
の
持
込
に
つ
い
て
、
町

と
し
て
の
対
策
を
講
じ
て
い
き
な

が
ら
、
町
民
へ
の
啓
発
に
努
め
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

●

ゴ
ミ
減
量
の
観
点
か
ら
、
キ
エ
ー

ロ
や
コ
ン
ポ
ス
ト
の
普
及
活
動
を
、

引
き
続
き
津
和
野
町
環
境
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
と
連
携
し
て
進
め

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

●

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
熱
源
利
用

で
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
が
、
環
境

負
荷
を
避
け
て
い
く
た
め
に
、
今

後
熱
源
利
用
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ゴ
ミ
を
ど
う
減
ら
し
て
い
け
る
か
が

課
題
で
あ
る
。

●

搬
入
量
の
多
い
粗
大
ゴ
ミ
は
、
現

状
、
業
者
回
収
か
、
破
砕
後
焼
却

処
分
さ
れ
て
い
る
。
今
後
再
利
用

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
、町
と
し
て
作
っ

て
行
く
べ
き
で
あ
る
。

●

有
価
物
に
関
し
て
は
、
貴
重
な
財

源
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
分
別

回
収
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

R 5 ゴ ミ 排 出 量 （津和野町）

可 燃 1,381,020 ㎏ 

容 器 包 装 プ ラ 129,420 ㎏ 

商 品 プ ラ 65,310 ㎏

粗 大 ゴ ミ 202,820 ㎏ 

源

て
お

今
後

分
別

回
収
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

圧縮梱包されたペットボトル（有価物）圧縮梱包されたペットボトル（有価物） アルミ缶圧縮ゴミ（有価物）アルミ缶圧縮ゴミ（有価物）

焼却される商品プラスチック焼却される商品プラスチック
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全
員
協
議
会

日
原
地
域
活
動
拠
点
施
設
建
設

11
月
27
日
（
水
）

　

町
は
、
当
該
施
設
に
関
す
る
住

民
説
明
会
を
実
施
し
、
延
べ
１
４

０
人
の
参
加
が
あ
り
、「
建
設
に
際

し
、
反
対
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
概

ね
賛
同
を
い
た
だ
い
た
」
旨
の
報

告
を
受
け
た
。　

　

住
民
説
明
会
を
経
て
新
た
に
左

記
の
点
を
追
加
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

①
施
設
入
口
に
雨
天
時
に
も
車
の

乗
り
降
り
が
で
き
る
よ
う
屋
根

を
設
置

②
集
会
室
に
収
納
式
ス
テ
ー
ジ
の

設
置

③
調
理
実
習
室
に
勝
手
口
を
設
置

④
施
設
周
辺
に
足
洗
い
場
（
散
水

栓
）
の
設
置

⑤
敷
地
入
口
付
近
も
し
く
は
堤
防

沿
い
に
ベ
ン
チ
の
設
置

　

町
長
か
ら
は
、
議
会
に
対
し
新

年
度
予
算
に
向
け
て
当
該
施
設
建

設
に
係
る
補
助
金
（
２
億
円
）
の

申
請
を
行
い
た
い
旨
の
説
明
を
受

け
た
。

　

議
会
か
ら
は
、
施
設
建
設
に
賛

成
す
る
議
員
も
い
る
中
、
施
設
の

規
模
の
縮
小
や
価
格
高
騰
に
対
す

る
懸
念
、
近
隣
施
設
と
の
連
携
計

画
の
提
示
、
２
つ
の
中
央
公
民
館

は
不
要
、
な
ど
補
助
金
申
請
に
慎

重
な
意
見
が
多
く
あ
り
、
町
は
再

度
内
部
協
議
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
。

12
月
13
日
（
金
）

　

町
は
、
日
原
地
域
活
動
拠
点
施

設
整
備
の
基
本
構
想
と
、
施
設
の

利
用
想
定
（
延
べ
８
７
１
３
人
／

年
）
を
示
し
た
上
で
、
改
め
て
11

月
27
日
に
示
し
た
案
で
補
助
金
の

申
請
を
行
い
た
い
、
と
議
会
に
回

答
し
た
。

　

議
会
か
ら
は
、
設
計
を
見
直
す

べ
き
と
い
う
意
見
や
、
申
請
す
べ
き

で
は
な
い
と
の
理
由
か
ら
補
助
金

の
申
請
に
反
対
す
る
議
員
の
意
見

も
あ
っ
た
が
、
事
業
を
進
め
る
た
め

に
申
請
す
べ
き
と
い
う
議
員
が
多

数
を
占
め
た
。

　

な
お
、
建
設
予
算
は
３
月
定
例

会
の
令
和
７
年
度
当
初
予
算
で
示

さ
れ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
施
設
の
規
模

　

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
、
日

原
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
を
解
体
撤

去
。

　

現
在
の
公
民
館
に
移
転
。

　

23
（
令
和
５
）
年
５
月
、
議
会

に
旧
日
原
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
代

替
施
設
と
し
て
集
会
所
施
設
を
新

設
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
る
。

　

24
（
令
和
６
）
年
２
月
、
議
会

に
物
価
高
騰
も
見
込
ん
だ
予
算
と

し
て
４
億
７
０
０
０
万
円
を
見
込

ん
だ
予
算
と
平
面
図
を
報
告
。

　

24
（
令
和
６
）
年
９
月
２５
日
、

議
会
に
詳
細
設
計
を
示
し
、
住
民

説
明
会
の
開
催
を
報
告
。

　

施
設
は
旧
第
２
庁
舎
跡
地
に
４

億
７
０
０
０
万
円
規
模
で
建
設
を

予
定
。

　

施
工
面
積
８
２
３
・
０
６
㎡
、

床
面
積
７
２
４
・
２
２
㎡
。

●
議
員
定
数
及
び
報
酬
等
調
査
特
別

委
員
会　
（
中
間
報
告
）

●

津
和
野
町
議
会
議
員
の
報
酬
を

調
査
し
、
本
議
会
に
お
け
る
適
正

な
議
員
報
酬
を
検
討
し
た
。

●

本
委
員
会
に
町
長
に
出
席
い
た
だ

き
、
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。

●

報
酬
の
改
正
に
つ
い
て
津
和
野
町

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
具
申
す

る
こ
と
と
し
た
。

●

本
年
度
実
施
し
た
議
会
座
談
会
に

お
い
て
「
高
齢
者
が
投
票
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
」
旨
の
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　

本
委
員
会
に
お
い
て
、
町
民
の

選
挙
権
の
行
使
の
在
り
方
に
つ
い
て

も
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

右
記
の
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

継
続
調
査
と
す
る
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
『
つ
わ
の
議
会
だ
よ
り
２
０
２
４　

Ｖ
ｏ
ｌ
．76　

９
月
定
例
会
』
の
３
ペ
ー

ジ
中
、「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
化
発
電
機
１

基
の
設
置
。発
電
加
熱
。」と
あ
り
ま
し

た
が
、
正
し
く
は「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ

ス
化
発
電
機
１
基
を
設
置
す
る
こ
と
の

調
査
費
」で
し
た
。

　

ま
た
、
７
ペ
ー
ジ
の
画
像
は「
津
和
野

の
可
燃
ご
み
を
処
理
す
る
益
田
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
」
を
掲
載
す
る
と
こ
ろ
を
、

誤
っ
て
「
益
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
を

掲
載
し
ま
し
た
。

　

訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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う
の
が
ポ
リ
シ
ー
で
す
の
で
、
参
加

で
き
る
人
手
は
限
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
先
頭
に
立
っ
て
地

区
の
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

―

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
ご
意
見
は

あ
り
ま
す
か

内
谷　

議
会
だ
よ
り
に
は
毎
回
、

全
体
に
目
を
通
す
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
新
し
く
な
る
そ

う
で
す
の
で
、
ま
た
多
く
の
方
の
利

用
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

隣
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
昔
は
隣
の
高
田

自
治
会
と
の
合
同
運
動
会
な
ど
が

あ
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
自
治

会
で
企
画
は
難
し
い
で
す
が
、
ま
た

何
か
賑
わ
い
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

　

喜
時
雨
地
区
は
町
の
中
心
部
か
ら

遠
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も

高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て
は
心

配
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
あ
た

り
の
議
論
も
議
会
で
し
て
い
た
だ
け

る
と
い
い
で
す
ね
。

（
聞
き
手　

大
江　
　

梨
）

け
て
い
ま
す
が
、
地
区
外
か
ら
通
行

さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
の
で
、
今
後

は
皆
が
安
全
に
通
行
が
で
き
る
と
安

心
し
て
い
ま
す
。

―

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
影
響
は
何
か
あ

り
ま
し
た
か

内
谷　

や
は
り
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
発

破
を
し
て
い
く
の
で
、
地
区
の
一
部

で
は
揺
れ
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

自
治
会
長
の
私
の
と
こ
ろ
に
多
少
の

苦
情
も
あ
っ
た
た
め
、
建
設
業
者
に

伝
え
対
応
し
ま
し
た
。

　

業
者
の
皆
さ
ん
は
地
区
の
事
を
非

常
に
気
に
か
け
て
く
だ
さ
り
、
工
事

の
進
捗
が
わ
か
る
お
便
り
の
配
布
や

自
治
会
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
も
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

―

今
年
の
喜
時
雨
を
振
り
返
っ
て
い

か
が
で
す
か

内
谷　

私
が
自
治
会
長
に
な
っ
て
以

来
、
亡
く
な
る
方
も
多
く
寂
し
い
で

す
し
、
高
齢
の
お
一
人
住
ま
い
も
あ

り
、
心
配
も
増
え
ま
し
た
。
で
す
が
、

私
は
綺
麗
な
集
落
を
作
り
た
い
と
い

　

今
回
は
表
紙
の
令
和
ト
ン
ネ
ル
に

関
連
し
て
、
喜
時
雨
自
治
会
長
の

内
谷
健
二
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

―

山
入
と
喜
時
雨
を
つ
な
ぐ
令
和
ト

ン
ネ
ル
が
完
成
し
ま
す

内
谷　

こ
れ
ま
で
、
大
雨
が
降
る
と

山
入
地
区
の
県
道
は
浸
水
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
道
路
と
浸
水
部
分

と
の
境
目
が
分
か
ら
な
く
な
る
た

め
、
車
が
そ
の
ま
ま
突
っ
込
ん
で
し

ま
い
事
故
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
よ
う
な
心
配
が
な
く
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
入

か
ら
喜
時
雨
の
県
道
は
道
幅
が
狭
く

日
陰
で
ア
イ
ス
バ
ー
ン
に
な
り
や
す

い
状
況
で
し
た
。
地
元
民
は
気
を
つ

■
編
集
後
記

　

令
和
６
年
の
今
年
の
漢
字
は

「
金
」
で
し
た
。
議
会
に
お
い
て
も

「
金
」（
議
員
報
酬
の
改
定
）
の
議

論
が
始
ま
り
、
座
談
会
に
お
い
て

も
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
を
伺

い
ま
し
た
。
金
額
の
問
題
も
で
す

が
、
そ
の
前
に
議
会
の
仕
組
み
や

議
員
の
活
動
が
町
民
の
み
な
さ
ん

に
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
い
る
事
が

大
事
だ
な
と
改
め
て
感
じ
る
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、

こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
が
担
う
役

割
も
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
外
の
議
会
だ
よ
り
の
事
例

を
見
て
い
る
と
、
雑
誌
の
よ
う
な

素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
や
、
独

自
目
線
で
取
材
し
た
特
集
記
事
な

ど
一
般
的
に
は
固
い
、
面
白
く
な

い
と
い
う
議
会
だ
よ
り
の
印
象
を

大
き
く
変
え
る
も
の
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。

　

良
い
も
の
は
ど
ん
ど
ん
真
似
を

し
て
津
和
野
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
取

り
入
れ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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太
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米
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三
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英
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川
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剛

れ 

い


